
【飯沼陣屋】 

飯沼陣屋は下総国海上郡飯沼村(現在の銚子市陣屋町)に置かれた上野国高崎

藩の陣屋です。現在の陣屋公園一帯に相当します。 

  海上郡周辺は、中世には香取の海が広がる水運の要衝地でした。平安時代か

ら戦国時代にかけては、千葉一族である海上氏が領地としていました。海上氏

は銚子周辺に中島城などの城を築き、圓福寺などの寺院も保護し、勢力を拡大

していきました。 

 

 しかし、海上氏が小田原北条氏とともに没落すると、徳川家康配下の松平

(五井)伊昌(これまさ)が下総国に入封、海上郡内 4000石を加増され、銚子に

陣屋を築いたとされます。五井松平氏の陣屋の場所は定かではありませんが、

後の高崎藩銚子陣屋と同じ場所だった可能性も指摘されています。陣屋は、五

井松平氏の遠江国移封により、廃されました。 

 

  そして、その後、高崎藩の出張陣屋として築かれたのが飯沼陣屋です。松平

(大河内)輝貞が享保 2年(1717年)に高崎藩に入った際、海上郡の 7村を与えら

れ、陣屋を築いたとされます。以来、明治まで高崎藩の出張陣屋として存続し

ました。 

 

 陣屋周辺には水堀がめぐらされ、長方形の区画に長屋門、役所などが配置さ

れていたといいます。 

 


